
使用する前に

この章では、Cisco Finesseの構成、管理、維持のために使用するインターフェイスと、そのアク
セス方法について説明します。

• User Accounts , 1 ページ

• 管理ツール, 1 ページ

• ローカリゼーション, 5 ページ

User Accounts
Cisco Finesseのインストール中に、次のユーザーアカウントの資格情報が定義されます。

•管理者ユーザアカウント：CLIおよび Cisco Unified Communications Operating System
Administrationにアクセスするには、このアカウントを使用します。

•アプリケーションユーザアカウント：Cisco Finesse管理コンソールにアクセスするには、こ
のアカウントを使用します。

管理ツール

Cisco Finesse Administration Console
CiscoFinesse管理コンソールは、CiscoFinesseのシステム設定を指定するために使用するWebベー
スのインターフェイスです。管理コンソールにはさまざまな管理機能にアクセスするためにク

リックするタブが含まれます。タブ名と各タブで実行できるタスクは次のとおりです。

• [Settings]：CTIサーバ、管理サーバおよびデータサーバ、およびクラスタ設定を指定しま
す。
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• [Call Variables Layout]：エージェントデスクトップのコール制御ガジェットに表示される
コール変数と ECC変数を管理します。

• [Desktop Layout]：エージェントおよびスーパーバイザ用のデフォルトのデスクトップレイ
アウトを変更します。

• [Phone Books]：電話帳または電話帳の連絡を追加、編集、または削除します。

• [Reasons]：受信不可理由コード、サインアウト理由コード、およびラップアップ理由を追
加、編集、および削除します。

• [Team Resources]：特定のチームにデスクトップのレイアウト、電話帳、理由コード、およ
びラップアップ理由を割り当てます。

• [Workflows]：ワークフローとワークフローアクションを作成、管理します。

Finesse管理タスクはプライマリ Finesseサーバでのみ実行できます。（注）

Cisco Finesse Administration Console へのサインイン

Cisco Finesse管理コンソールは Internet Explorerと Firefoxの両方をサポートします。（注）

管理コンソールは HTTPとセキュア HTTP（HTTPS）の両方をサポートします。管理コンソール
が HTTPと HTTPSのどちらを使用するかは、HTTPSリダイレクトが有効かどうかによって決ま
ります（デフォルトでは、HTTPSリダイレクトがイネーブルです）。この手順の URLでは、
HTTPを使用します。

手順

ステップ 1 ブラウザに http://Finesseサーバの FQDN、ホスト名、または IPアドレス//cfadminを指定します。
ここで、Finesseサーバの FQDN、ホスト名、または IPアドレス/は、プライマリ Finesseサーバ
の完全修飾ドメイン名（FQDN）、ホスト名、または IPアドレスです。

Finesseで提供される自己署名証明書で、デフォルトで証明書の通常名となるサーバの
ホスト名を使用していることを確認します。アドレスの不一致エラーを回避するため

に、URLのホスト名が証明書の共通名と一致している必要があります。

（注）

ステップ 2 HTTPSを使用して管理コンソールに最初にアクセスするとき、Finesseで提供される自己署名証明
書を信頼するように促されます。次の表で、サポートされている各ブラウザの手順を説明しま

す。

HTTPを使用して管理コンソールにアクセスしている場合、この手順は不要です。

HTTPSを使用しているものの、CA証明書をインストール済みである場合は、この手順
をスキップできます。CA証明書のインストールに関する詳細情報については、『Cisco
Finesse Installation and Upgrade Guide』を参照してください。

（注）
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説明オプション

1 Webサイトのセキュリティ証明書に問題があることを示すページが表示さ
れます。 [Continue to this website (not recommended)]をクリックします。こ
のアクションでは、管理コンソールのサインインページが開きます。証明

書エラーはブラウザのアドレスバーに表示されます。

2 [Certificate Error]をクリックし、[View Certificates]をクリックすると、
[Certificate]ダイアログボックスが開きます。

3 [Certificate]ダイアログボックスで、[Install Certificate]をクリックします。
これにより、証明書のインポートウィザードが開きます。

4 [Next]をクリックします。

5 [Place all certificates in the following store]を選択し、[Browse]をクリックし
ます。

6 [Trusted Root Certification Authorities]を選択し、[OK]をクリックします。

7 [Next]をクリックします。

8 [Finish]をクリックします。

9 証明書をインストールするかどうかを尋ねる [Security Warning]ダイアログ
ボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

インポートが正常に実行されたことを示す [Certificate Import]ダイアログ
ボックスが表示されます。

10 [OK]をクリックします。

Internet Explorer
を使用する場合

1 この接続が信頼できない状態であることを示すページが表示されます。

2 [I Understand the Risks]をクリックし、[Add Exception]をクリックします。

3 [Add Security Exception]ダイアログボックスで、[Permanently store this
exception]チェックボックスがオンになっていることを確認します。

4 [Confirm Security Exception]をクリックします。

Firefoxを使用し
ている場合

ステップ 3 [Sign-In]ページの [ID]フィールドに、インストール中に定義されたアプリケーションユーザ ID
を入力します。

ステップ 4 [Password]フィールドに、インストール中に定義されたアプリケーションユーザパスワードを入
力します。

ステップ 5 [Sign In]をクリックします。
正常にサインインすると、定義された管理ガジェットおよびサインアウトリンクを使用してイン

ターフェイスを起動します。
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非アクティブになってから 30分後に、Finesse管理コンソールから自動的にサインアウトする
ため、再度サインインする必要があります。

（注）

関連トピック

User Accounts , （1ページ）
セキュリティの管理

CLI
CLIには、オペレーティングシステムとCiscoFinesseに適用されるコマンドのセットがあります。
これらのコマンドでは、基本的なメンテナンスと障害復旧が可能になり、システム管理の一部を

実行できます。

サーバコンソールまたは Secure Shell（SSH）によって、モニタおよびキーボードを使用してプラ
イマリ Finesseサーバの CLIにアクセスできます。管理者ユーザアカウントの資格情報を使用し
て CLIにアクセスします。

関連トピック

User Accounts , （1ページ）

Cisco Unified Communications Operating System Administration
CiscoUnified CommunicationsOperating SystemAdministrationは、多くの一般的なシステム管理機能
を実行するために使用するWebベースのインターフェイスです。 Cisco Unified Communications
Operating System Administrationのメニューは次のとおりです。

• [Show]：クラスタノード、ハードウェアステータス、ネットワーク構成、インストールさ
れているソフトウェア、システムステータス、および IP設定に関する情報を表示します。

• [Settings]：IP設定、ネットワークタイムプロトコル（NTP）設定、SMTP設定、時間および
バージョンを表示および変更します。

シスコのガイダンスなしで、IP設定を変更しないでください。

インストール後にFinesseサーバの IPアドレスを変更することはできません。

重要

• [Security]：証明書を管理し、IPsecポリシーを設定および管理します。

• [Software Upgrades]：アップグレードを実行するか、以前のバージョンに戻します。

• [Services]：pingおよびリモートサポート機能を使用します。
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Cisco Unified Communications Operating System Administration へのサインイン

手順

ステップ 1 ブラウザで、http://ホストまたは IPアドレス/cmplatformにアクセスします。ここで、ホストまた
は IPアドレスは、サーバのホスト名または IPアドレスです。

ステップ 2 管理者ユーザアカウントのユーザ名とパスワードでサインインします。

サインインすると、[Navigation]ドロップダウンリストから他のユニファイドコミュニ
ケーションツールにアクセスできます。

（注）

関連トピック

User Accounts , （1ページ）

ローカリゼーション
Cisco Finesseでは、FinesseがUnified Contact Center Enterprise（Unified CCE）で展開される場合に、
Finesseデスクトップエージェントのローカリゼーションがサポートされます。エージェントお
よびスーパーバイザ用に必要な言語をインストールするには、Cisco Option Package（COP;シスコ
オプションパッケージ）ファイルのインストールを使用します。

Finesseは米国英語でインストールされます。エージェントおよびスーパーバイザ用に別の言語が
必要ではない場合、COPファイルをインストールする必要はありません。

インストール後に言語パックをアンインストールすることはできません。（注）

表 1：デスクトップユーザインターフェイスでサポートされる言語

ロケールファイル言語

da_DKデンマーク語

nl_NLオランダ語

ja_JP英語

fi_FIフィンランド語

fr_FRフランス語

de_DEドイツ語
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ロケールファイル言語

it_ITイタリア語

nb_NOノルウェー語

pt_BRポルトガル語

es_ESスペイン語

sv_SEスウェーデン語

ja_JP日本語

zh_CN中国語（簡体字）

zh_TW中国語（繁体字）

ko_KR韓国語

pl_PLポーランド語

ru_RUロシア語

tr_TRトルコ語

COPファイルをインストールしたら、エージェントとスーパーバイザは自分のデスクトップの言
語を次のように設定できます。

•サインインページで [Language Selector]ドロップダウンリストから言語を選択します。

•ブラウザの言語を変更します。

•エージェントデスクトップ URLの一部としてロケールを入力します（たとえば、フランス
語を使用するエージェントは、次のようにURLを入力できます。http://Finesseサーバのホス
ト名/desktop?locale=fr_FR）

デスクトップで次の項目がローカライズされます。

•フィールド名、ボタン、ドロップダウンリストのラベル

•プロンプト

•メッセージ

•ツールのヒント

•ページタイトル

•ガジェットのタブ名（Finesseガジェットのみ）
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Finesse管理コンソールを使用して定義された設定データ（受信不可やサインアウトの理由コード
ラベル、ラップアップ理由のラベル、電話帳エントリなど）は、デスクトップ用に選択されたロ

ケールによって異なることはありません。たとえば、中国語のラベルで受信不可理由コードを定

義した場合、このラベルはエージェントがサインイン時に選択した言語に関係なく、デスクトッ

プで中国語で表示されます。

言語 COPファイルをインストールしない（デスクトップに英語のみを使用する）場合でも、
理由コード、ラップアップ理由および電話帳エントリなどの Finesseデータに Unicode文字を
使用できます。たとえば、中国語を使用して理由コードを定義した場合、英語のみのデスク

トップに中国語で表示されます。

（注）

コール変数とECC変数はUnicodeに対応しており、デスクトップのロケールに依存しません。た
だし、Unified CCE Script Editorではこれらの Unicode文字が正しく表示されない可能性がありま
す。Unified CCEスクリプトで問題が発生する可能性があるためです（特に、Unified CCEがネイ
ティブ言語（中国語、日本語、ロシア語など）のWindowsオペレーティングシステムにインス
トールされている場合）。

エージェントの姓名は、UnifiedCCEデータベースに定義されたとおりにデスクトップに表示され
ます。名前に日本語、中国語、または韓国語の文字がある場合、これらはデスクトップに正しく

表示されます。ただし、これらの言語では、エージェントの姓名は最大で 10文字までサポート
されています。名前の 10文字以降の部分は表示されません。

Finesseでは、次のコンポーネントのローカリゼーションはサポートされていません。

• Finesse管理コンソール

• Finesseガジェットのコンテナに展開されているサードパーティガジェットのタブラベル

Finesseレイアウト XMLファイル内のサードパーティガジェットのタブラベ
ルはユーザが定義できます。これらのラベルはハードコードされ、デスクトッ

プ上でユーザが独自にロケールを選択できます。タブに定義できるラベルは

それぞれ 1つだけです。複数の言語を使用してタブに複数のラベルを定義す
ることはできません。

（注）

• Latin-1以外の文字で構成されるエージェントのユーザ名およびチーム名

ロケールベースの検索および並べ替えが期待どおりに機能しない可能性があります。（注）
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